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トップインタビュー

海運業界で初めて日本政策
投資銀行の環境格付を取得

商船三井社長　武藤　光一氏

　

本
誌　

今
年
度
の
第
１
四
半
期
（
二
〇

一
一
年
四
月
～
六
月
）
は
赤
字
決
算
と
な

り
ま
し
た
ね
。

　

武
藤　

こ
の
第
１
四
半
期
の
連
結
業
績

は
売
上
高
が
前
年
同
期
比
一
二
％
減
の
三

四
九
一
億
円
で
、
経
常
損
失
八
四
億
円
、

純
損
失
八
〇
億
円
の
赤
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
日

本
の
完
成
車
輸
出
が
大
幅
に
減
少
し
、
自

動
車
船
が
損
失
に
転
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
よ
り
も
ド
ラ
イ
バ
ル
ク
船
や

タ
ン
カ
ー
、
コ
ン
テ
ナ
船
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
低
迷
、
さ
ら
に
燃
料
油
価
格
の
高
騰
、

急
激
な
円
高
の
進
行
な
ど
も
あ
り
、
赤
字

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
当

社
の
強
味
で
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ル
ク
船
部
門

で
は
中
国
や
韓
国
の
新
造
船
供
給
圧
力
が

市
況
低
迷
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
中
国
の
造
船
所
は
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
好
調
で
あ
っ
た
二
〇
〇
四
年
頃
か
ら
キ

ャ
パ
シ
テ
ィ
を
拡
大
、
二
〇
一
〇
年
の
建

造
量
は
二
〇
〇
四
年
の
七
・
七
倍
と
大
幅

に
増
え
て
お
り
、
昨
年
の
新
竣
工
量
は
二

〇
〇
九
年
比
で
一
・
六
倍
で
す
。
こ
う
し

た
新
造
船
が
昨
年
か
ら
次
々
と
運
航
を
開

始
し
ま
し
た
。
第
２
四
半
期
以
降
は
荷
動

き
も
増
え
、
黒
字
回
復
を
見
込
ん
で
い
ま

す
が
、
通
期
業
績
予
想
を
下
方
修
正
し
、

売
上
高
一
兆
五
〇
〇
〇
億
円
、
経
常
利
益

三
五
〇
億
円
、
純
利
益
一
七
〇
億
円
と
し

ま
し
た
。

　

本
誌　

昨
年
三
月
に
二
〇
一
〇
年
度
か

ら
の
三
ヵ
年
（
二
〇
一
〇
年
四
月
～
二
〇

一
三
年
三
月
）
中
期
経
営
計
画
﹁
Ｇ
Ｅ
Ａ

Ｒ　

Ｕ
Ｐ
！　

Ｍ
Ｏ
Ｌ
﹂
を
発
表
し
ま
し

た
が
。

　

武
藤　

こ
の
中
期
経
営
計
画
で
は
﹁
新

た
な
る
成
長
へ
の
挑
戦
﹂
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
﹁
経
済
危
機
か
ら
の
回
復
と
成
長
市

場
へ
の
展
開
加
速
﹂﹁
安
全
運
航
強
化
﹂﹁
環

境
戦
略
﹂
か
ら
成
る
全
体
戦
略
を
策
定
、

新
興
国
を
中
心
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
成

長
市
場
で
の
収
益
拡
大
に
向
け
、
営
業
基

盤
の
強
化
を
図
っ
て
お
り
、
安
全
運
航
強

化
に
つ
い
て
は
二
〇
一
〇
年
度
か
ら
の
三

年
間
で
二
四
〇
億
円
を
投
入
し
、
船
舶
の

安
全
装
備
充
実
、
優
秀
な
船
員
の
確
保
・

育
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
対
策
で

は
次
世
代
船
構
想
﹁
船
舶
維
新
﹂
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
な
ど
を
進
め
て
お
り
、
三
年
間
で

二
八
〇
億
円
を
投
じ
る
予
定
で
す
。
さ
ら

に
、
同
計
画
で
は
三
ヵ
年
の
年
度
別
利
益

計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
六
年
後
の
二

〇
一
六
年
三
月
期
の
目
標
数
値
も
設
定
、

三
ヵ
年
の
年
度
別
連
結
経
常
利
益
を
二
〇

一
〇
年
度
・
一
〇
〇
〇
億
円
、
二
〇
一
一

年
度
・
一
二
〇
〇
億
円
、
二
〇
一
二
年
度
・

一
五
〇
〇
億
円
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
二

〇
一
〇
年
度
は
欧
米
の
景
気
回
復
な
ど
か

ら
荷
動
き
が
増
加
、
計
画
を
二
割
以
上
上

回
る
一
二
一
六
億
円
を
計
上
で
き
た
も
の

の
、
今
年
度
は
前
述
の
よ
う
に
市
況
低
迷

か
ら
計
画
を
大
幅
に
下
回
る
見
込
み
で
す
。

た
だ
、
二
〇
一
二
年
度
に
関
し
て
は
修
正

を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

本
誌　

海
運
業
界
で
は
初
め
て
日
本
政

策
投
資
銀
行
（
Ｄ
Ｂ
Ｊ
）
の
環
境
格
付
を

取
得
し
ま
し
た
ね
。

　

武
藤　

当
社
は
今
年
六
月
に
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の

環
境
格
付
を
取
得
、
こ
れ
に
基
づ
く
融
資

を
受
け
ま
し
た
。
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
環
境
格
付
を

取
得
す
る
の
は
海
運
業
界
で
は
初
め
て
で
、

当
社
は
﹁
環
境
へ
の
配
慮
に
対
す
る
取
り

組
み
が
特
に
先
進
的
﹂
と
い
う
最
高
ラ
ン

ク
で
の
格
付
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
格
付

取
得
は
実
現
可
能
な
技
術
を
用
い
て
Ｃ
Ｏ

２
の
排
出
量
削
減
を
図
る
﹁
船
舶
維
新
﹂

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
や
効
率
的
運
航
を

追
求
し
た
﹁
Ｅ
Ｃ
Ｏ　

Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
﹂

の
徹
底
な
ど
に
よ
る
環
境
保
全
対
策
に
加

え
、
二
四
時
間
体
制
で
全
運
航
船
を
モ
ニ

タ
ー
す
る
海
運
業
界
初
の
﹁
安
全
運
航
支

援
セ
ン
タ
ー
﹂
の
設
置
に
よ
る
安
全
運
航

の
徹
底
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
Ｄ

Ｂ
Ｊ
か
ら
超
低
利
の
融
資
を
受
け
て
い
ま

す
。
環
境
問
題
は
輸
送
需
要
の
増
大
に
応

え
よ
う
と
す
る
海
運
業
界
に
と
っ
て
、
一
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面
に
お
い
て
二
律
背
反
を
強
い
る
も
の
で

す
が
、
今
後
も
中
期
経
営
計
画
に
掲
げ
て

い
る
環
境
戦
略
を
推
進
し
、
Ｃ
Ｏ
２
の
排

出
を
極
力
少
な
く
す
る
低
環
境
負
荷
輸
送

の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
き
ま

す
。
な
お
、
安
全
運
航
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
全
世
界
に
展
開
す
る
当
社
運
航
船
の
位

置
・
動
静
を
海
象
・
気
象
情
報
と
組
み
合

わ
せ
て
大
型
モ
ニ
タ
ー
に
表
示
、
監
視
し

て
い
ま
す
。

海
外
船
社
と
し
て
初
め
て
中
国

の
造
船
所
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
を
発
注

　

本
誌　

海
外
船
社
と
し
て
初
め
て
中
国

の
造
船
所
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
を
発
注
し
ま
し
た

ね
。

　

武
藤　

当
社
と
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
社

は
、
中
国
船
舶
工
業
集
団
グ
ル
ー
プ
の
滬

東
中
華
造
船
（
集
団
）
を
、
パ
プ
ア
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
豪
州

ゴ
ー
ゴ
ン
Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
国

向
け
輸
送
用
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
四
隻
の
建
造
造
船

所
に
選
定
し
ま
し
た
。
滬
東
中
華
造
船
と

造
船
契
約
基
本
協
定
書
を
締
結
す
る
と
と

も
に
、
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
を
加
え
た
三

社
間
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
発
協
定
書
を
締

結
し
、
今
年
一
月
に
協
定
書
締
結
を
祝
う

記
念
式
典
を
北
京
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
新
造
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
は
二
〇
一
五
年
か
ら
二

〇
一
六
年
に
か
け
て
竣
工
、
中
国
大
手
国

営
船
社
の
中
国
海
運
（
集
団
）
を
共
有
船

主
と
し
て
中
国
大
手
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
向

け
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
送
に
投
入
さ
れ
る
も
の
で
、

当
社
で
は
建
造
品
質
な
ど
の
引
き
上
げ
を

目
指
し
て
今
年
一
月
か
ら
技
術
者
を
滬
東

中
華
造
船
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

四
隻
の
建
造
が
並
行
し
て
進
む
ピ
ー
ク
時

に
は
派
遣
員
を
五
〇
名
ま
で
増
や
す
予
定

で
、
こ
う
し
た
長
期
に
わ
た
る
ビ
ジ
ネ
ス

を
通
し
て
中
国
関
係
者
と
の
連
携
を
深
め
、

二
〇
〇
九
年
度
で
売
上
げ
の
一
二
％
程
度

を
占
め
る
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

本
誌　

東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
救
援

や
被
災
地
の
復
興
に
向
け
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
活
動
を
行
い
ま
し
た
が
。

　

武
藤　

当
社
グ
ル
ー
プ
の
主
な
支
援
活

動
は
義
援
金
の
寄
付
（
救
援
資
金
五
〇
〇

〇
万
円
と
グ
ル
ー
プ
役
職
員
か
ら
の
募
金

五
五
〇
〇
万
円
）、
緊
急
支
援
物
資
の
手

配
・
提
供
（
五
〇
〇
〇
万
円
相
当
）、
フ

ェ
リ
ー
に
よ
る
自
衛
隊
の
車
両
お
よ
び
隊

員
輸
送
（
苫
小
牧
港
か
ら
青
森
港
へ
延
べ

一
〇
航
海
で
自
衛
隊
員
約
三
七
〇
〇
名
、

車
両
一
二
六
〇
台
）、
国
際
救
援
物
資
の

無
償
輸
送
引
き
受
け
、
客
船﹁
ふ
じ
丸
﹂に

よ
る
食
事
、入
浴
、休
息
な
ど
の
デ
イ
ユ
ー

ス
サ
ー
ビ
ス
の
無
償
提
供
、冷
凍
コ
ン
テ

ナ
の
寄
贈
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は

海
上
輸
送
の
面
か
ら
日
本
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
を
支
え
て
行
く
こ
と
を
通
じ
て
、日
本
経

済
復
活
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
誌　

海
運
市
況
の
好
転
は
い
つ
頃
に

な
り
そ
う
で
す
か
。

　

武
藤　

二
〇
一
三
年
以
降
は
新
竣
工
船

が
減
り
、
船
舶
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
締
ま

っ
て
く
る
こ
と
や
、
鉄
鉱
石
の
輸
送
が
増

え
る
こ
と
な
ど
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ル
ク
船
が

再
び
活
況
を
呈
す
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
地
道
に
長
期
契
約
を
ベ
ー
ス

に
し
た
安
定
収
益
を
目
指
し
ま
す
。
今
年
、

来
年
は
踏
ん
張
り
ど
こ
ろ
で
、
今
で
き
る

こ
と
を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。


